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宮崎県延岡市から得られた九州初記録のイワアナコケギンポ

山﨑裕太 1,2・緒方悠輝也 2・村瀬敦宣 2,3

Two fish specimens (33.3–54.2 mm standard length) identi-
fied as a Japanese-endemic tube blenny, Neoclinus lacunicola 
Fukao, 1980 (Chaenopsidae), were collected at a shallow rocky 
reef of Nobeoka City, Miyazaki Prefecture, Kyushu, southern 
Japan. These specimens represent the southernmost and first 
records from Kyushu for the species. The present study provides 
meristic/proportional data and color photographs of these vouch-
er specimens.
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 Abstract

イワアナコケギンポ Neoclinus lacunicola Fukao, 1980は，

コケギンポ科 Chaenopsidaeコケギンポ属 Neoclinusに属

する体長 6 cm程度の小型の魚類で，岩礁性海岸の潮下帯

から水深 10 m程度までの範囲で穴居生活を送る（村瀬，

2018）．本種は日本固有種であり，これまでの分布域とし

て山形県から山口県までの日本海側沿岸および千葉県から

愛媛県までの太平洋側沿岸からのみ知られていた（Murase 

et al., 2015；村瀬，2018）．

第 1著者と第 2著者は，2015年から行っている宮崎県

北部にある門川湾周辺海域の魚類相調査の中で，2020年 6

月にイワアナコケギンポと同定されるコケギンポ科魚類の

標本 2個体を宮崎県延岡市赤水町の海岸で採集した．そこ

で本研究では，コケギンポ属魚類の分布情報の更新を目的

とし，本種の分布南限および九州初記録として延岡市産の

証拠標本について生鮮時のカラー写真と共に報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法はMurase et al. (2010)に従った．

ただし，各鰭条数の計数は外部からの観察により行った．

標準体長（standard length）は体長または SLと表記した．

色彩情報の記載は，固定前のカラー写真（Fig. 1）に基づく．

本報告に用いた標本および写真は，それぞれ神奈川県立生

命の星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-NI）および魚

類写真資料（KPM-NR）として登録・保管されている．な

お，神奈川県立生命の星・地球博物館の資料番号は，博物

館のデータベース上では 0を含めた 7桁の数字で表記され

る（例えば，KPM-NR 0191895）．

本研究における調査標本は以下の 2個体である（丸括

弧内に採集データを表記した）：KPM-NI 60191（Fig. 1A，

雄，33.3 mm SL，宮崎県延岡市赤水町樫ヶ浜の岩礁性海岸，

32º30′18.4″N, 131º42′40.8″E，水深 1.0 m，手網，2020年 6

月 6日，緒方悠輝也・山﨑裕太採集）；KPM-NI 60192（Fig. 

1B，雄，54.2 mm SL，採集地名は同上，32º30′18.9″N, 

131º42′41.6″E，水深 1.0 m，手網，2020 年 6 月 8 日，山

﨑裕太採集）．上記の標本の固定前のカラー写真に対応

する博物館の資料番号は以下の通りである：KPM-NR 

201753A–F（KPM-NI 60191）；KPM-NR 201754 A–F（KPM-NI 

60192）．

結　　果
調査標本の計数形質および各部の計測値をそれぞれ

Table 1と 2に示した．本研究で調査した 2個体の標本は，

下記の通り Fukao (1980)および藍澤・土井内（2013）で記

載されたイワアナコケギンポ Neoclinus lacunicolaの標徴形

質によく一致した：項部皮弁があること；背鰭に眼状斑が

ないこと；眼状皮弁は 2列 7対であること；背鰭鰭条の合

計数は 40または 41であること；臀鰭の軟条数は 28であ

ること．

その他の形質に関しては，側線管の開孔数は 11または

20で，1または 2列に並び（大半は 2列），後端の開孔は
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Fig. 1. Fresh specimens of Neoclinus lacunicola collected from Nobeoka City, Miyazaki Prefecture (A, KPM-NI 60191, male, 33.3 
mm SL; B, KPM-NI 60192, male, 54.2 mm SL). Photo number: A, KPM-NR 201753C; B, KPM-NR 201754C. Photos by Y. Ya-
masaki.

KPM-NI 
60191

KPM-NI 
60192

Fin ray counts
  Dorsal-fin spines XXIII XXV
  Dorsal-fin soft rays 17 16
  Total dorsal-fin rays 40 41
  Anal-fin spines II II
  Anal-fin rays 28 28
  Pectoral-fin rays 13 13
  Pelvic-fin soft rays 3 3
  Caudal-fin rays (dorsal, ventral) 7, 6 7, 6
Sensory pore counts
  Lateral-line pores 11 20
  Infraorbital pores 11 11
  Supraorbital pores 5 3
  Anterofrontal pores 2 2
  Mandibular pores 5 5
  Common pores 2 2
  Preopercular pores 7 8
  Otic pores 2 2
  Lateral supratemporal pores 4 5
  Posttemporal pores 3 5
  Boundary pores 1 1
  Supraorbital commissural pore 1 1
  Median supratemporal pore 1 1
  Total cephalic sensory pores* 46 48
Orbital cirri (left, right) 7, 7 7, 7

Table 1. Meristics of Neoclinus lacunicola from Miyazaki Pre-
fecture, southern Japan.

*Including single nasal pore in front of each nostril.

KPM-NI
60191

KPM-NI
60192

Standard length (mm) 33.3 54.2 
In % of SL
  Total length 114.4 110.0 
  Head length 22.5 19.2 
  Body depth 12.6 12.7 
  Head depth 14.1 13.8 
  Eye diameter 5.7 4.1 
  Interorbital width 1.2 1.7 
  Snout length 3.9 3.7 
  Upper jaw length 11.4 10.5 
  Predorsal fin length 16.8 14.8 
  Preanal fin length 42.9 39.7 
  Caudal peduncle length 5.4 5.2 
  Caudal peduncle depth 6.6 6.3 
  Length of dorsal-fin base 81.4 84.7 
  Length of anal-fin base 51.7 56.5 
  Length of 1st dorsal-fin spine 6.6 3.7 
  Length of last dorsal-fin spine 6.6 6.3 
  Length of 1st dorsal-fin soft ray 8.4 8.9 
  Length of 1st anal-fin spine 3.3 2.2 
  Length of 1st anal-fin soft ray 6.3 5.2 
  Pectoral-fin length 18.0 15.3 
  Pelvic-fin length 8.4 7.4 

Table 2. Morphometrics of Neoclinus lacunicola from Miyazaki 
Prefecture, southern Japan.
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背鰭第 4–6棘基部下にある．体側鱗の存在は確認できな

かった．また，鮮時の体色は 2個体で異なっていた．小型

の個体（Fig. 1A: KPM-NI 60191）の頭部の地色は赤く，腹

面に向かうに連れて黄色くなり，頭部から後ろの体側の地

色は白で，複数の黒色の横帯が並ぶ．各鰭の鰭膜の下地は

背鰭前方（白または赤くなる）を除き半透明．背鰭前方の

上端は赤色で縁どられ，各鰭条は黄・赤褐色で，数本の基

底付近は黒くなる．臀鰭の中心よりやや下の位置に前方か

ら後方に向かって黒い縦帯が伸びる．臀鰭の鰭条は白く，

後方のものは前端付近が赤みを帯びる．尾鰭の鰭条は赤色

の半透明．胸鰭の鰭条は黄色の半透明．腹鰭の基底付近は

黒ずみ，前端に向かうにつれて黄色くなる．一方，大型の

個体（Fig. 1B: KPM-NI 60192）の頭部の地色は赤褐色で，

腹面に向かって色が薄くなる．頭部から後ろの体側の地色

は前方は褐色だが，後方に向かうにつれて薄い黄色となる．

体側には複数の褐色の横帯が並ぶ．背鰭棘部と腹鰭を除く

各鰭の鰭膜の地色は半透明．背鰭棘部は前方において黒褐

色で，後方に向かうにつれてその色が淡くなり，黄褐色と

なる．背鰭軟条部，臀鰭，尾鰭および胸鰭の各鰭条は黄・

赤褐色．臀鰭の前方から臀鰭第 1棘の高さとほぼ同じ幅の

黒色の帯が伸びるが，後方に向かうにつれ，色が薄くなる．

腹鰭は全体的に黒褐色となる．

考　　察
本研究で調査した宮崎県延岡市産の 2標本は，Fukao 

(1980)や藍澤・土井内（2013）が示したイワアナコケギ

ンポ Neoclinus lacunicolaの標徴形質によく一致していた．

色彩についても，本研究の小型個体（Fig. 1A）は Fukao 

(1980)の ”reddish phase”，Murase et al. (2015)の佐渡島産の

個体および村瀬（2018）が写真で示した「頭部が赤いタイ

プ」の個体に，大型個体（Fig. 1B）は Fukao (1980)の ”pale 

brown phase”や村瀬（2018）が写真で示した「頭部が黒い

タイプ」の個体にそれぞれおおむね一致していた．一方，

Fukao (1980)の本種の原記載やMurase et al. (2015)によっ

て報告された佐渡島産の標本では，体軸周辺に退化的な鱗

が分布していることが記載されているが，本研究で調査

した延岡市産の標本 2個体では体側に鱗が認められなかっ

た．しかしながら，鱗の有無以外に既知の記載と延岡市産

の標本の間で顕著な相違が見られなかったため，ここでは

この鱗の有無は地理的な変異とみなした．

イワアナコケギンポは日本固有種であり，分布域とし

ては，これまでに日本海側では山形県飛島，新潟県佐渡

島，山口県青海島から（加藤，2014；Murase et al., 2015；

園山ほか，2020），太平洋側では千葉県館山湾，三浦半島，

伊豆大島，伊豆半島，和歌山県田辺湾，徳島県伊島，高知

県須崎市，愛媛県室手から知られていたが（Fukao, 1980；

Shinohara et al., 2000；高木ほか，2010；藍澤・土井内，

2013），九州からの記録はなかった．従って，本報告によ

る本種の宮崎県延岡市からの記録は，分布南限を愛媛県室

手から南西方向におよそ 90 km更新すると同時に，九州初

記録となる．以上をまとめると，本種は，対馬暖流の流れ

る山形県から山口県の日本海側の地域と，黒潮流域にあた

る太平洋側の千葉県房総半島から日向灘北部の沿岸にまで

広く分布していることが明らかとなった．
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